
平成 27 年度 ナラティヴと質的研究分科会活動報告 

 

代表 やまだようこ 

報告 浦田 悠 

 

１．集会 

第 8回研究会「齋藤清二先生講演会」（2015年 6月 16日，立命館大学，講演者：

齋藤清二氏（立命館大学），主催：生存のナラティヴと質的研究会） 

 

２．特別企画・連携企画による集会等 

 以下の研究集会を主催・共催で企画・実施し，有意義な議論を行った。 

（1）研究会「ボリス・シリュルニク氏招聘プレ企画２『雨と土の物語』」（2015

年 7月 5日，立命館大学，主催：立命館大学生存学研究センター） 

（2）国際セミナー「マサミ・タカハシ先生 講演会」（2015 年 7 月 14 日，立

命館大学，主催：立命館大学生存学研究センター） 

（3）UC Berkeley 国際シンポジウム「アメリカ合衆国、中国、日本のウエル

ネス・イノベーション―自然科学と社会科学のトランスレーショナル・リサー

チ―」（2015年 8月 5日，大阪大学豊中キャンパス） 

（4）公開研究会「終わらないハンセン病問題を考える～映画『もういいかいハ

ンセン病と三つの法律』」（2015年 10 月 24日，立命館大学，主催：生存のナラ

ティヴと質的研究会） 

（5）国際シンポジウム「ボリス・シリュルニク氏講演会・シンポジウム『自分

を救え、命があなたを呼んでいる Sauve-toi, la vie t'appelle』」（2015年 11月

3日，立命館大学，主催：立命館大学ボリス・シリュルニク招聘プロジェクト 

 

 

３．読書会の開催 

（1）「意味の復権」読書会（2014年 11月 27日，立命館大学） 

（2）「ストーリーの心理学ー法・文学・生をむすぶー」読書会（2016年 3月 18

日，立命館大学） 

 

４．メーリングリストによる研究交流 



 研究会専用のメーリングリスト（narrative123@googlegroups.com）を利用し

て，会員の交流と情報交換・情報発信を行った。27年度末までに会員は 170人

を超え，全国組織として学際的なメンバーで活発な情報交換を行った。 

 

５．HP による情報発信 

上記の研究会に関する情報については，代表のやまだようこのウェブサイト

（http://www.ritsumei.ac.jp/~yyr12085/yyamada/ynarrative.htm）に研究会の

ページを作成し，発信した。 

 


